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関
東
運
輸
局

地
方
運
輸
局
等
に
お
け
る

二
次
評
価
結
果

評
価
結
果

評
価
対
象
事
業
名
：
　
地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

・
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
お
り
、
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
目
標
・
効
果
達
成
状
況
の
未
達
成
の
要
因
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
IC
カ
ー
ド
の
利
用

状
況
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
利
用
者

の
流
動
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
運
行
計
画
改
善
の

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
広
域
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
は
、
都
県
と

の
連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

と
も
連
携
を
図
っ
た
う
え
で
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
流
の
変
化
を
と
ら
え
、
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
円
滑
な
移
動
を
図
る
取
組
の
実
績
を
積

み
重
ね
、
自
家
用
車
か
ら
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
へ
と
変

化
し
て
い
く
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

関
東
自
動
車
株
式
会
社

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
3
6
0
人
/
日
に
対
し

て
、
2
4
8
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

駒
生
営
業
所
～
田
原
～
今

里
・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,6
0
0
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,7
2
0
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
を

超
え
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
8
0
人
/
日
に
対
し

て
、
1
6
5
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

駒
生
営
業
所
～
田
原
～
玉

生
車
庫

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,0
1
8
回
に
対

し
て
、
実
績
2
,0
1
9
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
を

超
え
た
。

CC
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
1
9
6
人
/
日
に
対
し

て
、
1
3
3
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
駅
～
船
生

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

宇
都
宮
駅
～
荒
針
～
鹿
沼

営
業
所

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,4
0
5
回
に
対

し
て
、
実
績
2
,4
0
5
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
と

お
り
と
な
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
7
4
人
/
日
に
対
し

て
、
2
1
6
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,7
7
4
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,8
9
9
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
を

超
え
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
6
1
人
/
日
に
対
し

て
、
1
9
2
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

栃 木 県 生 活 交 通 対 策 協 議 会

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
駅
～
今
市
車
庫

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

令
和
4
年
2
月
2
8
日

協
議
会
名

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

備
考

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,5
9
9
回
に
対

し
て
、
実
績
2
,5
9
7
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
に

届
か
な
か
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
3
8
8
人
/
日
に
対
し

て
、
2
6
2
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
駅
～
免
許
セ
ン

タ
ー
～
楡
木
車
庫

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,7
5
0
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,7
5
0
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
と

お
り
と
な
っ
た
。

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

④
事
業
実
施
の
適
切
性

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
駅
～
日
光
東
照
宮
・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,7
3
2
.5
回
に

対
し
て
、
実
績
2
,7
2
8
.5
回
と

な
り
、
計
画
し
て
い
た
運
行

回
数
に
届
か
な
か
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
3
9
1
人
/
日
に
対
し

て
、
2
7
9
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,9
1
7
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,9
5
3
.5
回
と
な

り
、
計
画
し
て
い
た
運
行
回

数
を
超
え
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
3
3
5
人
/
日
に
対
し

て
、
2
0
9
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

駒
生
営
業
所
～
屋
板
～
上

三
川
車
庫

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A
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地
方
運
輸
局
等
に
お
け
る

二
次
評
価
結
果

評
価
結
果

協
議
会
名

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

備
考

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

④
事
業
実
施
の
適
切
性

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

栃 木 県 生 活 交 通 対 策 協 議 会

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
0
1
人
/
日
に
対
し

て
、
1
3
3
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

氏
家
駅
～
馬
頭
車
庫

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,4
2
8
回
に
対

し
て
、
実
績
2
,4
2
4
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
に

届
か
な
か
っ
た
。

C

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
0
1
人
/
日
に
対
し

て
、
8
6
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
東
武
～
上
野
団
地

～
岡
本
駅
西
口

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
3
,4
1
3
回
に
対

し
て
、
実
績
3
,4
0
5
.5
回
と
な

り
、
計
画
し
て
い
た
運
行
回

数
に
届
か
な
か
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
7
1
人
/
日
に
対
し

て
、
1
8
7
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
東
武
～
御
幸
ヶ
原

元
町
～
岡
本
駅
東
口

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,4
5
1
回
に
対

し
て
、
実
績
2
,3
3
0
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
に

届
か
な
か
っ
た
。

C

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
9
5
人
/
日
に
対
し

て
、
1
6
0
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
東
武
～
ベ
ル
モ
ー

ル
～
益
子
駅
前

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
3
,2
7
3
回
に
対

し
て
、
実
績
3
,2
7
5
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
を

超
え
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
5
3
4
人
/
日
に
対
し

て
、
3
3
0
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
東
武
～
益
子
駅
前
・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,1
8
9
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,1
8
6
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
に

届
か
な
か
っ
た
。

C

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
6
7
6
人
/
日
に
対
し

て
、
4
1
7
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
東
武
～
橋
場
～
真

岡
営
業
所

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,6
7
3
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,6
7
1
.5
回
と
な

り
、
計
画
し
て
い
た
運
行
回

数
に
届
か
な
か
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
6
8
人
/
日
に
対
し

て
、
1
5
7
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

西
原
車
庫
～
ベ
ル
モ
ー
ル

～
真
岡
営
業
所

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
4
,1
5
0
回
に
対

し
て
、
実
績
4
,1
5
0
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
と

お
り
と
な
っ
た
。

C

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
1
7
6
人
/
日
に
対
し

て
、
1
0
9
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

駒
生
営
業
所
～
平
松
～
西

汗
・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,9
9
2
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,9
9
1
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
に

届
か
な
か
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
3
2
0
人
/
日
に
対
し

て
、
2
3
0
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

駒
生
営
業
所
～
田
原
～
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
本
系
統
を
増
便
し

た
為
、
計
画
1
,4
8
4
回
に
対
し

て
、
実
績
1
,4
8
4
.5
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
を

超
え
た
。

C



地
方
運
輸
局
等
に
お
け
る

二
次
評
価
結
果

評
価
結
果

協
議
会
名

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

備
考

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

④
事
業
実
施
の
適
切
性

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

・
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
お
り
、
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
目
標
・
効
果
達
成
状
況
の
未
達
成
の
要
因
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

・
観
光
客
を
含
め
た
交
流
人
口
へ
の
利
用
促
進
策
に

つ
い
て
は
、
来
訪
者
の
動
向
を
調
査
し
分
析
を
行
っ

た
上
で
、
効
果
的
な
利
用
促
進
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
広
域
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
は
、
都
県
と

の
連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

と
も
連
携
を
図
っ
た
う
え
で
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
流
の
変
化
を
と
ら
え
、
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
円
滑
な
移
動
を
図
る
取
組
の
実
績
を
積

み
重
ね
、
自
家
用
車
か
ら
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
へ
と
変

化
し
て
い
く
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

栃 木 県 生 活 交 通 対 策 協 議 会

・
令
和
３
年
度
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
企
画
乗
車
券
は
発
売
枚
数
で

5
4
％
、
発
売
額
は
5
9
％
と
対
前
年
割
れ

で
あ
っ
た
。

・
同
様
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
利
用

客
数
は
目
標
2
2
0
人
/
日
に
対
し
、
実
績

1
3
0
人
/
日
、
昨
年
と
区
比
べ
て
も
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
り
目
標
を
大
幅
に
下
回
っ

た
。

・
鉄
道
と
は
引
き
続
き
連
携
し
な
が

ら
企
画
乗
車
券
の
発
売
し
て
い
く
。

・
他
企
業
と
の
提
携
等
に
よ
り
ハ
イ

キ
ン
グ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
作
り
や
、

企
画
乗
車
券
の
設
定
を
進
め
て
い

く
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東

株
式
会
社

塩
原
本
線

（
西
那
須
野
～
塩
原
温
泉
）

・
企
画
乗
車
券
を
鉄
道
と
合
わ
せ
鉄

道
会
社
窓
口
で
も
発
売
す
る
こ
と
を

継
続
し
た
。

・
利
用
促
進
と
し
て
、
特
殊
定
期
券

（
学
生
）
の
発
売
を
開
始
し
た
。

Ａ
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
。

C

関
東
自
動
車
株
式
会
社

那
須
塩
原
駅
～
那
須
湯
本

温
泉

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

A

渋
滞
対
策
の
臨
時
便
運
行

に
よ
り
、
計
画
6
,5
7
0
回
に
対

し
て
、
実
績
6
,5
8
2
.5
回
と
な

り
、
計
画
し
て
い
た
運
行
回

数
を
超
え
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
3
6
9
人
/
日
に
対
し

て
、
2
6
2
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
4
7
人
/
日
に
対
し

て
、
1
5
8
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

大
田
原
市
役
所
～
五
峰
の

湯
・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,3
6
4
.5
回
に

対
し
て
、
実
績
2
,3
6
1
回
と
な

り
、
計
画
し
て
い
た
運
行
回

数
に
届
か
な
か
っ
た
。

C
・
緊
急
事
態
宣
言
及
び
学
校
休
校
の

影
響
に
よ
り
、
目
標
2
3
6
人
/
日
に
対
し

て
、
1
6
0
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

関
東
自
動
車
株
式
会
社

西
那
須
野
駅
東
口
～
五
峰

の
湯

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
1
,8
6
9
回
に
対

し
て
、
実
績
1
,8
5
5
回
と
な
り
、

計
画
し
て
い
た
運
行
回
数
に

届
か
な
か
っ
た
。

C

関
東
自
動
車
株
式
会
社

西
那
須
野
駅
東
口
～
馬
頭

車
庫

・
地
域
連
携
IC
カ
ー
ド
の
導
入

B

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
需
要

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
、
計
画
2
,1
3
5
回
に
対

し
て
、
実
績
2
,1
3
3
.5
回
と
な

り
、
計
画
し
て
い
た
運
行
回

数
に
届
か
な
か
っ
た
。

B
・
系
統
の
統
廃
合
に
よ
り
、
目
標
2
2
0
人

/
日
に
対
し
て
、
2
1
6
人
/
日
と
な
っ
た
。

時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基

に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、
質
の
高

い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供



地
方
運
輸
局
等
に
お
け
る

二
次
評
価
結
果

評
価
結
果

協
議
会
名

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

備
考

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

④
事
業
実
施
の
適
切
性

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

・
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
お
り
、
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
目
標
・
効
果
達
成
状
況
の
未
達
成
の
要
因
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
等
に
お
け
る
利
用

状
況
等
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
を
起
点
と

し
た
効
果
的
な
利
用
促
進
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

・
広
域
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
は
、
都
県
と

の
連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

と
も
連
携
を
図
っ
た
う
え
で
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
流
の
変
化
を
と
ら
え
、
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
円
滑
な
移
動
を
図
る
取
組
の
実
績
を
積

み
重
ね
、
自
家
用
車
か
ら
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
へ
と
変

化
し
て
い
く
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

栃 木 県 生 活 交 通 対 策 協 議 会

日
光
交
通
株
式
会
社

路
線
名
：
鬼
怒
川
線

起
点
：
鬼
怒
川
温
泉
駅

経
由
地
：
J
R
今
市
駅
、
下

今
市
駅

終
点
：
イ
オ
ン
今
市

系
統
キ
ロ
：
1
6
.5
km

運
行
回
数
：
1
0
.6
回

①
大
型
商
業
施
設
へ
の
乗
入
れ
を

開
始
し
、
当
該
施
設
利
用
者
の
需
要

を
取
り
込
む
こ
と
に
は
成
功
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
施
設
と
連
携
し
バ
ス

利
用
者
や
企
画
乗
車
券
（
フ
リ
ー
パ

ス
）
購
入
者
へ
の
特
典
を
付
与
す
る

こ
と
で
利
用
客
増
加
に
図
る
こ
と
で
、

企
画
乗
車
券
の
売
上
が
目
標
と
し
て

い
た
年
1
2
0
,0
0
0
円
(税
込
)を
大
幅
に

上
回
る
年
7
5
6
,5
0
0
円
(税
込
)と
な
っ

た
。
②
当
初
の
予
定
よ
り
も
開
始
が
遅

れ
、
イ
オ
ン
今
市
店
で
の
企
画
乗
車

券
の
販
売
開
始
は
令
和
3
年
1
0
月
1

日
か
ら
と
な
っ
た
。

③
令
和
3
年
2
月
よ
り
ジ
ョ
ル
ダ
ン
モ

バ
イ
ル
チ
ケ
ッ
ト
に
て
企
画
乗
車
券

「
今
市
・
鬼
怒
川
1
日
フ
リ
ー
パ
ス
」
を

販
売
開
始
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め

る
こ
と
で
、
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

る
。

B

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
よ
り
祝
日
が
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
計
画
に
対
し
て
運

行
回
数
が
減
少
し
た
。

計
画
：
3
,8
7
0
回

実
績
：
3
,8
6
8
回

差
引
：
▲
2
回

C

利
用
者
目
標
：
2
4
0
人
/
日
に
対
し
、
実

績
1
1
8
人
/
日
と
な
り
、
目
標
を
下
回
っ

た
。
目
標
不
達
成
の
要
因
：
児
童
数
減
少

の
影
響
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

①
今
後
も
終
点
の
イ
オ
ン
今
市
店

と
連
携
し
、
バ
ス
利
用
客
や
フ
リ
ー

パ
ス
購
入
者
に
特
典
を
付
与
す
る

こ
と
で
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

②
企
画
乗
車
券
「
今
市
・
鬼
怒
川
フ

リ
ー
パ
ス
」
を
終
点
の
イ
オ
ン
今
市

店
で
も
購
入
可
能
に
し
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
フ
リ
ー
パ
ス
購

入
者
の
増
加
を
目
指
す
。

③
利
用
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め

P
ay
P
ay
な
ど
の
Q
R
コ
ー
ド
決
済
を

導
入
し
、
新
規
顧
客
層
の
開
拓
を

図
っ
て
い
く
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

令
和
３
年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
第
三
者
評
価
委
員
会
に
お
け
る
委
員
に
よ
る
以
下
の
助
言
は
、
今
後
の
取
組
み
を
行
う
上
で
必
要
な
観
点
で
あ
り
、
考
慮

さ
れ
た
い
。

○
交
通
が
都
市
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
公
共
交
通
だ
け
で
は
な
く
自
転
車
や
徒
歩
な
ど
を
含
め
全
体
を
体
系
化
し
、
色
々
な
組
み
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
。

◯
県
や
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
す
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
の
良
い
事
例
を
学
び
、
ま
ち
の
事
情
に
合
わ
せ
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

第
三
者
委
員
会
に
お
け
る
各
委
員
か
ら
の
意
見



 

栃木県ＡＢＣプロジェクトの推進について 

 

R4（2022）.6.8 栃木県県土整備部交通政策課 

１ 趣旨 

ア 県では、「栃木県ＡＢＣプロジェクト」として、県内路線における R7 年度の自動

運転バスの本格運行を見据え、自動運転システム（Ａutonomous）を導入した路線バ

ス（Ｂus）の本格運行を目指した挑戦（Ｃhallenge）を推進中 

イ このプロジェクトでは、R2 年度～R5 年度の間、地域特性や地域課題に応じて実証

実験を実施する予定であり、技術開発の進捗、現場の状況等を考慮しながら、段階

的にレベルアップを図る考え 

ウ 県無人自動運転移動サービス推進協議会における３回の協議を経て、R3.3.25 に

プロジェクト期間中における実施計画（全体計画）を策定 

 

２ 計画の概要 

⑴ 計画期間 

R2 年度～R5 年度 

⑵ 実験候補箇所の選定 

市町等から提案のあった 18 市町 41 か所から、地域特性や地域課題、地理的なバラ

ンス等を考慮し、実験候補箇所 10 か所を選定 

⑶ 今後の予定 

 
 

※新型コロナウイルス感染症等の関係で、茂木町、那須塩原市の実施年度を上記矢印のとおり変更 

 

 

事業年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

地
域
特
性
分
類

中山間地域

茂木町
（道の駅もてぎ～茂木駅
～ふみの森もてぎ）

那須町
（黒田原駅周辺）

市街地の周遊性向上

高齢者の移動手段確保

主要拠点間の周遊性向上

関係人口の創出等

観光地

那須塩原市
（塩原温泉郷）

日光市
（奥日光低公害バス

路線）

観光地の二次交通充実
観光地の周遊性向上

観光地の二次交通充実
ビジネスモデル検証

壬生町
（道の駅みぶ）

宇都宮市
（西川田駅～

県総合運動公園）

公園等のアクセス向上・

周遊性向上等
イベント時の移動手段確保・

公共交通利用促進等

市街地

小山市
（小山駅～白鷗大学）

足利市
（足利学校周辺）

下野市
（自治医大駅～
自治医大病院）

市街地の周遊性向上

通学手段の確保

市街地の周遊性向上

歩車共存空間の再配分

医療施設のアクセス向上

ビジネスモデルの検証

芳賀町
（芳賀工業団地）

多様な交通モードの連携
ビジネスモデルの検証

自動運転レベル
(想定)

備考 東京オリンピック・
パラリンピック とちぎ国体・大会

レベル2 レベル4（技術開発の進捗、現場の状況等を見ながらレベルアップ）

※R4.6.8 時点 

資料３ 
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≪参考≫ 

１ 県無人自動運転移動サービス推進協議会について 

無人自動運転の実用化に向けて、新たな技術の開発、関係法令の整備等が急速に進展

する中、県内各地域の特性に応じて、公共交通機関への無人自動運転技術の導入を促進

し、持続可能な公共交通サービスの提供を確保するため、R2.10.22 に設置 

（委員） 

№ 区 分 所 属 役 職 氏 名 備考 

1 

公共交通 
事業者 

東日本旅客鉄道(株) 大宮支社企画室 企画調整課長 佃 晋太郎  

2 東武鉄道(株) 経営企画本部 課長 金子 悟  

3 真岡鐵道(株) 専務取締役 上野 公男  

4 (株)みちのりホールディングス ディレクター 浅井 康太  

5 
公共交通 
関係団体 

(一社)栃木県バス協会 専務理事 小矢島 応行  

6 (一社)栃木県タクシー協会 専務理事 鉢村 敏雄  

7 

自動車 
関連企業 

日産自動車(株) 
理事 

栃木工場長 
菊池 英司  

8 本田技研工業(株) 事業開発本部 
ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ 
ﾁｰﾌｴﾝｼﾞﾆｱ 

奥 康徳  

9 ＮＥＺＡＳホールディングス(株) 代表取締役社長 新井 将能  

10 
学識 
経験者 

宇都宮大学 地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ科学部 准教授 阪田 和哉 会長 

※R4.4.1 時点 

 

２ 実験候補箇所の地域別選定状況 
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交
通
事
業
者
を
対
象
と
し
た
支
援
事
業
に
つ
い
て

 

R
4
(
2
0
22
)
.
6.
8
 
交
通
政
策
課
 

 

６
月
補
正

予
算
（
原

油
価

格
・

物
価
高
騰
等
対
応
分
）
（
案
）
の
う
ち
、
交
通
事
業
者
を
対
象
と
し
た
支

援
事
業
は
下
記
の
と
お
り
。
 

 

事
業

名
 

予
算

額
 

左
の
財
源
内
訳
 

説
 

 
 

 
 

 
 

 
明
 

 

国
庫

支
出

金
 

地
方
債
 

そ
の
他
 

一
般
財
源
 

地
域
公
共
交
通
等
 

支
援
事
業
費
 

4
6
9
,
5
00
 

4
6
9
,
5
00

 
 

 
 

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
地
域
公
共
交
通
事
業
者
等
の
事
業
継
続
に
対
す
る
支
援
金
 

の
支
給
に
要
す
る
経
費
 

１
 
タ
ク
シ
ー
・
貸
切
バ
ス
事

業
者
支
援
事
業
費
 

・
予
算
額
 
2
9
7
,5
0
0
千
円
 

・
対
 
象
 
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
貸
切
バ
ス
事
業
者
 

・
金
 
額
 
タ
ク
シ
ー
：
5
万
円
／
台
 

貸
切
バ
ス
：
2
0
万
円
／
台
 

２
 

路
線
バ
ス
運
行
支
援
事
業
費
 

・
予
算
額
 
1
7
2
,0
0
0
千
円
 

・
対
 
象
 
路
線
バ
ス
事
業
者
 

・
金
 
額
 
4
0
万
円
／
台
 

 

資料４ 
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栃木県地域公共交通計画（仮称）の策定について 

 

R4(2022).6.8 県土整備部交通政策課 

 
１ 概要 

 ・ 令和２年 11月の地域公共交通活性化再生法の改正を受け、栃木県全域を対象区域とする

「栃木県地域公共交通計画（仮称）」を策定（計画策定：Ｒ５末） 

 ・ 法定協議会として「栃木県地域公共交通活性化協議会」をＲ３年度に設置 

 ・ 今年度は、コンサルへの委託により、計画の策定に必要な基礎調査（地域の現状分析、輸送 

資源の実態把握等）を実施 

 

２ 地域部会の設置について 

 ・ 計画の策定に当たり、県内各地域における課題の整理等を行うため、栃木県地域公共交通活

性化協議会の部会として「地域部会」を設置 

 ・ 路線バス（特に地域間幹線系統）の運行エリア等を考慮し、県北・県央・県南の３つに地域

を区分 

 ・ 地域部会の構成員は、県と各市町生活交通担当課長、各地域の交通事業者等を想定 

 

【地域部会エリア区分（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県北 

県央 

県南 

関東自動車 

ジェイアールバス関東 

日光交通 

《参考》 R3 年度地域間幹線補助系統 

資料５ 

大田原市、矢板市、那須塩原市、
さくら市、那須烏山市、塩谷町、
那須町、那珂川町

宇都宮市、鹿沼市、日光市、真岡
市、下野市、上三川町、益子町、
茂木町、市貝町、芳賀町、壬生
町、高根沢町

足利市、栃木市、佐野市、小山
市、野木町

県南
地域
部会

市町

　交通事業者

　交通事業者

　交通事業者

県北
地域
部会

市町

県央
地域
部会

市町
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【検討体制イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 令和４（2022）年度のスケジュール（予定） 

 

時期 事項 内容（予定） 

Ｒ４年 

３月 24 日 

Ｒ３第１回栃木県地域公共交

通活性化協議会（書面協議） 
・法定協議会の設置 等 

４月 19 日 
Ｒ４第１回栃木県地域公共交

通活性化協議会（書面協議） 
・各種協議会規程の制定 等 

６月頃 調査業務委託契約の締結 － 

７月頃 
Ｒ４第２回栃木県地域公共交

通活性化協議会 

・栃木県の公共交通の現状について 

・地域部会の設置について 等 

８月～９月頃 
Ｒ４第１回地域部会（県北・県

央・県南） 

・栃木県の公共交通の現状について 

・各地域の公共交通の現状について 等 

10 月～11月頃 
Ｒ４第３回栃木県地域公共交

通活性化協議会 
・基礎調査の中間報告 等 

11 月～12月頃 
Ｒ４第２回地域部会（県北・県

央・県南） 
・基礎調査の中間報告 等 

Ｒ５年 

２～３月頃 

Ｒ４第４回栃木県地域公共交

通活性化協議会 
・調査結果のとりまとめ 等 

 
 ※状況に応じて書面協議となる場合がある 

 

 

 

 

 

 

… 

県北地域部会 

県央地域部会 

栃木県地域
公共交通活
性化協議会 

県北地域部会 

県央地域部会 

県南地域部会 

ﾌｨｰﾄﾞ 
ﾊﾞｯｸ 集約 

県南地域部会 
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（参考）栃木県生活交通対策協議会（地域協議会）との関係について 

・計画が策定されるまでの間（Ｒ６年度分の国庫補助協議まで）は、引き続き栃木県生活交通対策

協議会を開催し、幹線系統国庫補助や生活交通に関する協議を行う（～Ｒ６．３予定）。 

 ・計画策定後、Ｒ７年度分の国庫補助協議（Ｒ６．６予定）から、栃木県生活交通対策協議会を法

定協議会の分科会に移行予定。 

 

⑴ 栃木県生活交通対策協議会（地域協議会）と法定協議会の違い 

 栃木県生活交通対策協議会（地域協議会） 法定協議会 

根拠法令等 道路運送法施行規則 第 15 条の４第２項 地域公共交通活性化再生法 第６条 

主宰者 都道府県 
地方公共団体 

（市町村（複数可）又は都道府県） 

役割 

生活交通の確保を目的として都道府県ごとに設

置され、生活交通の確保に関する地域における枠

組みづくりや、その他の生活交通あり方一般につ

いて協議を行うとともに、国庫補助（地域公共交

通確保維持改善事業費補助金。栃木県において

は、民間バス事業者の幹線系統に係る補助）を受

けるにあたり必要な計画の策定及び協議を行う 

地域公共交通に関わる多様な主体が、その最適か

つ持続的なあり方について総合的に検討、合意形

成を行い、合意がなされた取組を実施するため、

各主体間の意見調整を図り、地域の関係者が一体

となって旅客サービスの持続可能な提供の確保

に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進

する上での中心的な役割を担う 

構成員 

・地域協議会を主催する都道府県知事又はその

指名する職員 

・市町村 

・地方運輸局の長又はその指名する職員 

・一般旅客自動車運送事業者 

・その他協議会が必要と認める者 

・計画を作成しようとする地方公共団体 

・公共交通事業者等 

・道路管理者、港湾管理者 

・その他計画に定めようとする事業を実施する

と見込まれる者 

・公安委員会 

・地域交通の利用者 

・学識経験者 

・その他当該地方公共団体が必要と認める者 

協議事項 

・地域住民の生活に必要な旅客輸送を確保する

ための枠組みづくりその他の生活交通に関す

る協議 

・具体的な路線に係る生活交通の確保に関する

計画の作成 

・地域公共交通計画の内容やその実施に関し必

要な協議 

対象となる 

交通モード 

バス、タクシー（乗合） 

※栃木県においてはバスのみ 
多様な交通モード 

 

⑵ 法定協議会への移行イメージ 

- 155 -


